
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

寄
居
町
９
月
議
会
は
、
９
月
１
６
日
～
１
０
月
７
日
の
２
２
日
間

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
寄
居
町
一
般
会
計
決
算
は
、
１
０
億

９
千
万
円
の
黒
字
。
監
査
報
告
で
は
、
財
務
状
況
は
良
好
と
評
価
し
て

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
諸
事
業
の
中
止
と
、
国
か
ら

の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
よ
る
も
の
で
す
。
町
は
「
健
康
長
寿
の
ま

ち
県
下
ナ
ン
バ
ー
１
」
目
標
に
対
し
、
令
和
２
年
、
６
３
市
町
村
中
、

男
性
４
８
位
、
女
性
５
５
位
、
要
介
護
認
定
率
は
、
女
性
が
７
位
で
す

が
、
男
性
は
２
１
位
。
高
齢
者
の
さ
ら
な
る
健
康
づ
く
り
に
、
黒
字
を

い
か
し
た
施
策
を
追
加
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
保
会
計
は
、
１
億

４
千
万
黒
字
で
す
。
黒
字
を
生
か
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
り

入
れ
の
継
続
と
均
等
割
を
１
８
歳
ま
で
を
廃
止
す
べ
き
で
す
。
そ
の

他
、
教
員
の
長
時
間
労
働
解
消
、
非
正
規
職
員
数
の
削
減
な
ど
、
黒
字

を
生
か
す
町
政
の
課
題
は
あ
り
ま
す
。
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

■
主
な
決
算
等
に
対
す
る
日
本
共
産
党
議
員
団
の
賛
否 

◇
令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定 

【
反
対
し
ま
し
た
】 

収
支
は
１
０
億
９
０
２
９
万
円
の
黒
字
で
す
。
生
活
へ
の
安
心
・
安

全
と
将
来
に
不
安
の
な
い
保
証
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
生
活
が

優
先
さ
れ
る
決
算
に
す
べ
き
で
す
。 

・
高
齢
者
へ
支
援
を
行
う
べ
き
で
す
。 

・
第
１
次
産
業
を
施
策
で
支
え
る
べ
き
。 

・
子
育
て
支
援
を
さ
ら
に
拡
充
さ
せ
、
安
心
な
子
育
て
と
就
労
支
援
を
。 

・
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
は
運
行
拡
充
が
不
十
分
で
す
。 

・
住
宅
改
修
資
金
補
助
制
度
は
予
算
の
増
加
と
補
助
金
増
額
を
。 

◇
令
和
３
年
度
水
道
事
業
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定 

【
反
対
し
ま
し
た
】 

少
子
高
齢
化
で
使
用
量
２
０
立
方
以
下
が
増
加
、
基
本
を
１
０
立
方

で
使
用
水
量
へ
の
料
金
改
定
を
。 

◇
令
和
４
年
度
寄
居
町
一
般
会
計
補
正
予
算 

【
反
対
し
ま
し
た
】 

黒
字
を
物
価
高
騰
で
苦
し
む
年
間
所
得
２
０
０
万
円
以
下
の
町
民
へ

の
生
活
支
援
に
回
す
べ
き
。 

◇「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」提
出
を
求

め
る
請
願 

 

【
賛
成
し
ま
し
た
】 

イ
ン
ボ
イ
ス
は
、
消
費
税
免
税
業
者
を
納
税
業
者
に
す
る
も
の
で
、

数
多
く
の
国
が
新
型
コ
ロ
経
済
対
策
に
消
費
税
減
税
を
行
っ
て
い

る
な
か
逆
行
す
る
も
の
。
採
決
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

●
公
設
浄
化
事
業
槽
特
別
会
計
決
算
と
下
水
道
事
業
会
計
利
益

の
処
分
及
び
決
算 

 

【
賛
成
し
ま
し
た
】 

 

田
母
神
節
子
議
員 

一
般
質
問
要
旨 

◇ 
 

一
、
町
職
員
の
労
働
環
境
確
保
と
非
正
規
雇
用
改
善
を 

 

近
年
風
水
害
、
感
染
症
な
ど
の
異
常
事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。 

【
問
】
当
町
に
お
い
て
時
間
外
労
働
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。 

➀
最
高
時
間
数
と
最
低
時
間
数 

②
各
課
の
平
均
時
間
外
を
伺
い
ま
す
。 

③
人
員
体
制
は
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
と
考
え
ま
す
か
。 

④
非
正
規
雇
用
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
、
特
に
公
立
保
育
所
保
育
士
の
正

規
雇
用
３
４
人
に
対
し
非
正
規
雇
用
４
１
人
で
あ
る
こ
と
へ
の
見
解
。 

⑤
非
正
規
雇
用
職
員
の
継
続
雇
用
ル
ー
ル
作
り
の
見
解
。 

⑥
自
治
体
労
働
者
が
生
き
生
き
と
仕
事
が
で
き
る
施
策
に
つ
い
て
。 

【
回
答
】 

➀
令
和
三
年
の
一
人
当
た
り
平
均
は
月
８
・
４
時
間
で
す
。
最
も
多
か

っ
た
職
員
は
月
平
均
で
３
４
・
３
時
間
、
少
な
か
っ
た
職
員
は
ゼ
ロ
時

間
で
す
。 

②
総
務
課
で
、
月
２
２
・
６
時
間
、
次
い
で
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進

室
で
月
１
７
・
７
時
間
、
最
も
少
な
か
っ
た
の
が
議
会
事
務
局
で
月

２
・
３
時
間
で
す
。 

③
基
準
上
、
正
規
職
員
は
２
７
０
人
ま
で
可
能
で
す
。
昨
年
度
、
計
画

人
数
を
２
５
０
人
へ
の
削
減
か
ら
、
見
直
し
て
２
６
０
人
に
増
や
し

ま
し
た
。
多
様
化
し
た
行
政
ニ
ー
ズ
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
へ

の
対
応
を
考
慮
し
た
も
の
で
す
。 

④
人
口
の
減
少
傾
向
が
続
く
中
で
、
定
員
数
の
増
加
は
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
町
の
規
模
に
見
合
っ
た
行
財
政
運
営
も
必
要
で
、
正
規
職

員
増
員
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

⑤
地
方
公
務
員
法
で
「
採
用
は
、
競
争
試
験
又
は
選
考
に
よ
り
、
任
用

期
間
は
一
会
計
年
度
を
超
え
な
い
範
囲
」
と
定
め
ら
れ
、
町
は
こ
れ
を

遵
守
し
て
い
ま
す
。
任
用
の
回
数
制
限
は
無
い
こ
と
か
ら
、
継
続
雇
用

ル
ー
ル
を
別
途
作
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

⑥
ノ
ー
残
業
デ
ー
や
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
研
修
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
規
定
の
整
備
な
ど
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
今
年
度
に
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
時
間
外
勤
務
の

適
正
管
理
や
各
種
申
請
の
職
員
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。 

 

二
、
ジ
ェン
ダ
ー
平
等
・
多
様
性
尊
重
の
社
会
を
目
指
し
て 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等 

の
日
本
社
会
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。 

【
問
】 

➀
労
働
者
の
う
ち
非
正
規
労
働
者
の
割
合
、
及
び
女
性 

の
割
合
を
把
握
し
て
い
ま
す
か
。 

➁
中
小
企
業
で
の
男
女
賃
金
格
差
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

➂
町
職
員
の
女
性
幹
部
登
用
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。 

➃
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
※
は
、
全
国
２
２
５
自
治
体
、
埼
玉
県
で
３
６

市
区
町
が
導
入
し
て
い
ま
す
。
導
入
の
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。 

➄
ケ
ア
労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

策
が
あ
り
ま
す
か
。 

➅
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
病
院
拠
点
型
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
設

置
の
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。 

【
回
答
】 

➀
町
で
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
埼
玉
県
が
公
表
し
て
い
る
数
値

で
は
、
男
女
平
均
の
正
社
員
の
割
合
が
６
２
・
７
％
、
非
正
規
労
働
者

の
割
合
が
３
７
・
３
％
で
す
。
女
性
に
限
れ
ば
非
正
規
労
働
者
の
割
合

は
５
５
・
１
％
で
す
。 

➁
埼
玉
県
の
小
規
模
事
業
者
の
常
用
労
働
者
男
女
間
の
賃
金
格
差
は
、

女
性
の
平
均
給
与
が
、
男
性
の
５
５
・
８
％
に
留
ま
っ
て
い
る
と
公
表

さ
れ
て
い
ま
す 

➂
主
幹
級
以
上
の
女
性
管
理
職
割
合
は
現
在
２
０
％
で
、
当
面
の
町

目
標
は
達
成
し
て
い
ま
す
が
、
国
や
第
６
次
総
合
振
興
計
画
目
標
の

３
０
％
は
達
成
し
て
い
ま
せ
ん
。
任
用
の
根
本
基
準
で
あ
る
能
力
主

義
を
阻
害
し
な
い
よ
う
留
意
し
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
形
成
や
能

力
開
発
で
、
適
材
適
所
の
職
員
配
置
を
行
い
ま
す
。 

➃
直
ち
に
制
度
導
入
す
る
考
え
は
無
い
が
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

方
へ
の
正
し
い
理
解
が
で
き
る
教
育
や
啓
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

県
施
策
、
他
市
町
村
の
動
向
も
踏
ま
え
て
検
討
し
ま
す
。 

⑤
ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
改
善
は
、
国
の
主
導
で
進
め
ら
れ
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
国
が
進
め
る
支
援
事
業
な
ど
の
周
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知
に
努
め
て
い
ま
す
。 

➅
町
で
の
設
置
に
つ
い
て
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
埼
玉
県
で
は
、
性

暴
力
等
被
害
者
専
用
相
談
電
話
「
ア
イ
リ
ス
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
け

て
お
り
、
２
４
時
間
、
３
６
５
日
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
町
は
「
ア

イ
リ
ス
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の
周
知
を
行
い
ま
す
。 

 

       

       

       
 
 

      

      

      
 
 

       

       

       

 

大
澤 

博 
議
員 

一
般
質
問
要
旨 

◆
◆ 

一
、
教
職
員
の
長
時
間
勤
務
改
善
を 

 

教
職
員
の
長
時
間
労
働
は
依
然
深
刻
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
な
ど

で
業
務
が
増
え
た
上
、
非
正
規
教
職
員
が
増
え
た
為
、
正
規
教
職
員
へ

業
務
の
偏
り
が
起
き
て
い
ま
す
。
正
規
職
員
増
員
が
必
要
で
す
。 

【
問
】 

町
内
小
中
学
校
の
教
職
員
の
正
規
教
職
員
、
非
正
規
教
職
員
の

人
数
と
比
率
、
教
職
員
の
残
業
時
間
は
小
中
学
校
別
で
ど
の
位
か
、
授

業
へ
の
準
備
時
間
に
ど
れ
だ
け
掛
け
ら
れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。 

【
回
答
】 

正
規
教
職
員
は
１
６
５
人
で
９
２
．
７
％
、
非
正
規
教
職
員
は
１
３
人

で
７
．
３
％
で
す
。
残
業
時
間
は
、
令
和
４
年
６
月
の
実
績
で
、
小
学

校
で
平
均
２
時
間
９
分
、
中
学
校
で
平
均
２
時
間
１
１
分
で
す
。
授
業

の
な
い
時
間
や
放
課
後
を
教
材
研
究
に
充
て
て
お
り
、
会
議
を
必
要
最

小
限
と
し
、
一
週
間
の
授
業
計
画
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。 

【
問
】
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
業
務
の
困
難
な
教
職
員
へ
の
対
処
、
及
び
授
業

中
に
操
作
が
分
か
ら
な
い
場
合
の
対
処
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。 

【
回
答
】 

研
修
の
実
施
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
よ
る
指
導
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

授
業
中
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
頼
ら
な
い
授
業
展
開
に

切
り
替
え
る
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
を
活
用
し
ま
す
。
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
よ
る
研
修
及
び
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事

例
集
」
を
各
校
へ
周
知
し
指
導
を
し
て
い
ま
す
。 

【
問
】
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
に
は
、
教
職
員
が
健
全
な
状
態
で
あ
る
こ

と
が
肝
要
で
す
。
教
職
員
の
勤
務
・
健
康
に
つ
い
て
調
査
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。 

【
回
答
】 

全
教
職
員
を
対
象
に
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
を
実
施
し
て 

い
ま
す
。
心
療
内
科
医
を
委
託
医
に
専
属
契
約
し
、
必
要
に
応
じ
て
受

診
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
健
康
診
断
を

確
実
に
実
施
し
、
職
員
の
健
康
状
態
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。 

【
問
】
教
職
員
の
長
時
間
労
働
を
無
く
す
た
め
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行

っ
て
い
ま
す
か
。 

【
回
答
】 

学
校
行
事
等
を
精
選
し
、「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
を
設
定
、
会
議
の
時 

間
・
回
数
を
最
小
限
に
し
て
、
教
員
業
務
支
援
員
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

平
日
の
夜
間
や
休
日
の
電
話
対
応
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
電
話

対
応
を
平
日
は
午
後
６
時
３
０
分
ま
で
と
し
、
休
日
は
無
し
と
す
る

も
の
で
す
。
緊
急
の
連
絡
は
、
管
理
職
へ
転
送
さ
れ
ま
す
。 

 

二
、
学
校
給
食
費
を
無
償
化
に 

 

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
と
非
正
規
雇
用
の
増
加
、
子
育
て
世
代
の
貧

困
化
、
働
く
母
親
の
増
加
、
一
人
親
家
庭
の
増
加
な
ど
で
、
家
で
食
事

を
作
る
機
会
が
減
っ
て
い
ま
す
。
学
校
給
食
の
持
つ
「
食
育
」
が
、
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
問
】 

小
中
学
校
給
食
費
の
滞
納
者
は
い
ま
す
か
。 

【
回
答
】 

学
校
給
食
費
の
滞
納
者
は
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
給
食
費
は
、
数 

か
月
以
内
に
納
入
さ
れ
て
い
ま
す
。 

【
問
】
第
２
子
か
ら
学
校
給
食
費
無
償
化
す
る
費
用
、
完
全
学
校
給
食
費 

無
償
化
す
る
費
用
は
い
く
ら
で
す
か
。 

【
回
答
】 

令
和
４
年
度
生
徒
数
で
の
試
算
で
は
、
第
３
子
以
降
の
無
償
化
費

用
は
、
約
１
０
０
０
万
円
、
第
２
子
か
ら
の
無
償
化
費
用
は
約
５
０
０

０
万
円
、
給
食
費
の
完
全
無
償
化
費
用
は
約
９
５
０
０
万
円
で
す
。 

【
問
】
理
想
の
子
ど
も
の
数
よ
り
少
な
い
理
由
に「
子
育
て
や
教
育
に
お 

金
が
か
か
り
す
ぎ
る
」
が
６
６
％
。
少
子
化
対
策
に
は
、
経
済
的
支
援
の 

充
実
が
カ
ギ
で
す
。
学
校
給
食
費
無
償
化
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま 

す
か
。 

【
回
答
】 

第
３
子
以
降
の
給
食
費
は
無
償 

化
し
て
お
り
、
一
定
の
要
件
を
満 

た
し
た
、
経
済
的
支
援
を
必
要
と 

す
る
家
庭
に
は
、
学
校
給
食
費
全 

額
の
ほ
か
、
学
用
品
、
修
学
旅
行 

費
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費
な 

ど
を
給
付
す
る
就
学
援
助
制
度
を 

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え 

ま
す
。 

  

敬老祝いがさびしいね・・ 
敬老祝い対象のお年寄りに

町から届いたお祝い。今年は
メッセージ 1 枚のみ。一生懸
命家族や社会に尽くしてきた
つもりなのに・・・町の声です。 
町長さん、来年は宜しくお願
いします。 
 

日本共産党寄居町委員会が 来春の  
 

浅見れい子 
１９５８年生まれ、埼玉大学卒業。教員として坂戸ろう学

校、東松山特別支援学校等で通算３２年間働く   

ゆずの木保育園理事、２０２０年１０月～２０２２年３月寄居

町まちづくり計画策定町民会議委員 

日本共産党川南後援会事務局長、寄居町委員、埼玉北

部地区委員 

住所：寄居町鉢形 1268-9    家族：夫・娘・息子 2人 

♠趣味：読書、刑事ドラマの観賞、三線、旅行 

活動地域：鉢形小校区、折原小校区、寄居小校区 

 

♠エンジニアで農民の大澤さん 

☘福祉・教育が専門の浅見さん 

“ベストチーム”で町民の 

願いを実現します 

日本共産党寄居町委員会は、来年の寄居町議会議員選挙の予定候補者として、現職の大沢ひろし氏、新人

の浅見れい子氏を擁立することを発表しました。皆さんのご支援、ご協力を心からお願い申し上げます。 

大澤 博 
１９５３年寄居町男衾生まれ。児玉農高(現･児玉白楊高校) 

卒業、 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ専門学校卒業後 ﾁﾞー ｾﾞﾙ機器入社 

農業を営む。ゆずの木保育園理事 

寄居町議会議員 2期 (現在総務経済委員) 

ＪＡふかや男衾農産物直売所生産部会副会長を歴任 

日本共産党寄居町副委員長、埼玉北部地区委員 

住所:寄居町富田 822     家族:妻、息子３人 

♠趣味:アマチュア無線、キャンプ 

活動地域：男衾小校区、桜沢小校区、用土小校区 

 

 


